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☆ 令和５年度に向けての要望書に対する市からの回答 

☆ 「神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例」が施行されました 

☆ 「令和５年度中身館フェスティバル」のご案内 
 

 

☆令和５年度に向けての要望書に対する市からの回答☆ 
令和４年度川崎市身体障害者福祉大会(令和４年７月４日開催)において

議決された要望事項に対する川崎市からの回答を掲載いたします。 
※追加要望への回答については、要望を提出した各団体宛お問合せください。 

 

 

１ （視覚） 

視覚障害者が同行援護と同様の支援を利用して就労ができるよう、重度障害者等就労支援特別事

業の速やかな実施を要望します。 
 

【回答】 

雇用施策との連携による重度障害者等就労支援特別事業につきましては、令和４年８月１日付けで

事業を開始いたしました。今後は、関係機関と連携しながら、国の方針を基に、制度を運用してまい

ります。                                  （健康福祉局） 

  

２ （聴覚） 

学びの場における情報保障の充実を要望します。 
 

【回答】 

 聴覚障害者の情報提供については、市内唯一の聴覚障害者情報提供施設である聴覚障害者情報文化

センターと調整し、平時、非常時を問わず手話通訳者・要約筆記者の派遣や相談受付等を実施してい

るところです。 

大学等での対応については、各大学での対応になると思われますが、聴覚障害者のニーズに合わせ

た派遣については、引き続き他都市の動向を注視するとともに、貴協会や聴覚障害者情報文化センタ

ーの御意見をいただきながら整理しつつ、情報保障の充実に努めてまいります。  （健康福祉局） 

 

３（脳性） 

駅構内のトイレに障害者の排泄介助が可能なベッドやリフトの設置を要望します。 
 

【回答】 

 駅構内の多目的トイレへの介助用ベッドの設置につきましては、各鉄道事業者の判断により主要駅

を中心に設置が進められているところでございます。事業者からは、施設の面積や条件など、様々な

制約があると伺っておりますが、引き続き、介助用ベッドの設置について、神奈川県鉄道輸送力増強

促進会議を通じて、鉄道事業者に対して要望してまいります。 

なお、介護用リフトは、施設管理者の適切な管理のもと、訓練を積んだ介助者が操作することを前

提とした福祉用具であり、不特定多数の方が利用される駅構内のトイレに設置することは、安全性の

確保の観点から困難であることを御理解いただきますようお願いいたします。   （まちづくり局） 
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４ （脊損） 

自動車燃料券交付制度の実施を要望します。 
 

【回答】 

 自家用車の燃料代を助成対象とすることにつきましては、自家用車を主に使用している障害者の方

から、外出の機会の拡大につながるといった御意見もいただいております。 

しかしながら、既に実施している他都市の状況から、ガソリン券での交付を行った場合にセルフ式

のガソリンスタンドでの利用が難しいことや、助成対象とする運転者の範囲をどう設定するかという

こと、また、御本人の外出以外での利用も可能であることなどが課題であると認識しているところで

す。 

今後につきましては、障害者団体からの御意見などを踏まえ、障害者本人の移動手段確保という制

度の目的や適性実施、持続可能性、他都市の状況等のヒアリングも加味しながら、引き続き検討して

まいりたいと考えております。                         （健康福祉局） 

 

 

５ （オストミー） 

ストーマ装具が災害時に、即、使用できるように自宅近くの避難所に個人用の装具を保管できる

場所を確保するように要望します。 
 

【回答】 

ストーマ装具やストーマ用品等は形状等が多種多様で、かつ、個別性が高いものであることから、

御自身の取組として備えていただきたいと考えておりますが、発災時に家屋が倒壊し、持ち出しが困

難となる場合もありますことから、現在１５０個を公助として備蓄しているところです。 

 避難所は避難が必要な方を一時的に受け入れる施設で、小中学校は本来、教育を行うための公共施

設であり、また、医務室は、災害発生時は避難所運営に利用するため、避難者の立入を制限する場所

とされており、平常時から個人用物資の保管は困難であると考えております。 

一方、排泄に係る物品や環境の整備は、避難所生活における重要課題と認識しております。備蓄品

ストーマ装具等の公的備蓄のあり方につきまして、近隣他都市の動向を踏まえ、本市においてどのよ

うな保管形態が可能であるのか、関係団体の御意見を伺いながら、関係局区と連携し、検討を進めて

まいりますので、御理解をお願いいたします。                 （健康福祉局） 

 

 

６ （難聴） 

福祉バスにヒアリングループの設置を要望します。 
 

【回答】 

 「川崎市障害者福祉バス運行事業」は、障害者の社会参加を促進するために、イベントの参加やレ

クリエーション等の事業を行う際に利用していただく福祉バスを運行する事業です。 

現在運行車両は２台で、うち１台は車いす昇降用リフトと車いす固定席を設置しております。 

車両搭載専用のヒアリングループの設置につきましては、このヒアリングループが車両内蔵型であ

ること、福祉バス運行事業者は毎年変わる可能性があり、同一の車両を使用できるとは限らないこと

から、車両搭載専用の設置は困難な状況です。 

一方、携帯型は、比較的安価で取りはずしが容易であると伺っておりますので、今後につきまして

は、設置可能な選択肢の中で、当事者団体の方々と意見交換し、検討してまいりたいと存じます。 

（健康福祉局） 
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７ （腎臓） 

障害児者・透析者を含む移動困難者に対する通院・送迎の支援を要望します。 
 

【回答】 

 「川崎市重度障害者福祉タクシー事業」の本来の趣旨は、「社会生活上の移動に制約を伴う重度障

害者に対して、タクシー利用券を交付し、外出時に利用するタクシー料金の乗車料金の一部を助成す

るもの」です。 

そのうえで、人工透析患者の方につきましては、週３回、１回につき３～４時間の継続透析が必要

となること、また、血液透析による血圧低下など身体的負担等を総合的に考慮して、交付申請の際に、

通院先医院や通院回数を申し出ていただくことで、他の重度障害者の方と比べて、２倍の交付をもっ

て助成しているところです。 

今後につきましては、車椅子を常用されている重度障害者との公平性の観点、他の移動支援サービ

スとの関係性、財政的な課題などを踏まえながら、現行の制度を維持していく中で、引き続き、貴団

体やその他の当事者団体の方々等との意見交換をしてまいりたいと考えております。（健康福祉局） 

 

８ （川身協） 

 心のバリアフリー普及に向けたより発展的な取り組みを要望します。 
 

【回答】 

 かわさきパラムーブメントの理念が浸透し、大きなうねりとなるために、行政のみならず市民の皆

様が無理なく主体的に取り組み、心のバリアフリーを体現する行動が自然ととれるようになることが

重要であることから、令和４年９月に市立橘高校で障害の社会モデルの考え方を理解してもらうため

の体験プログラムである、「バリアフルレストラン」を開催しました。 

また、商店舗等においてハード面又はソフト面においてバリアフリー対応ができる旨の意思表示を

するためにステッカー掲示を行う取組や商業施設における「クワイエットアワー」の取組、職員向け

の心のバリアフリー研修などを行っています。 

 引き続き、市内全域にかわさきパラムーブメントの理念が浸透し、大きなうねりとなるために多様

な主体と連携していきながら取組を進めていくとともに、本市の取組がモデルケースとして多方面に

紹介され、川崎発のムーブメントが全国に広がっていくように取り組んでいきます。（市民文化局） 

 

 

 「神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例」が施行されました  

 

「神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例～ともに生きる社会を目指して～」が４月１日より施行

されました。この条例は、障害者に関わる全ての人が本人の望みや願いに寄り添いながら、本人が自

己選択、自己決定し、希望する場所で、自分らしく暮らしていくことを支援するという、新たな障害

福祉を推進するための普遍的な仕組みとして制定されたものです。詳しくは神奈川県のホームページ

をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県 HP 
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「令和５年度中身館フェスティバル」のご案内 

 

   

  

２２００２２３３年年６６月月３３日日（（土土））午前 10時～１2時 

中部身体障害者福祉会館［雨天決行］ 
☆模擬店(パッチワーク作   

品や自主製品、藍染製品、 

新鮮野菜等の販売) 
 

☆ステージ発表（民謡） 
 

☆体験コーナーでスタンプラ

リー 

（景品：川崎フロンターレオフィシャル

グッズ、お菓子など数に限りあり） 

 ※状況により内容及び開催を変更・中止する場合があります。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

発行人 神奈川県障害者定期刊行物協会 

〒222-0035 横浜市港北区鳥山町 1752番地  

障害者スポーツ文化センター横浜ラポール 3Ｆ 横浜市車椅子の会内 

編集人 公益財団法人川崎市身体障害者協会事務局 

〒210-0834 川崎市川崎区大島 1-8-6 南部身体障害者福祉会館 3Ｆ    頒価 10円 

(等々力緑地駐車場）
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　 お車でのご来館の際は近隣の
　 有料駐車場をご利用ください。

有料駐車場

徒歩15分

東急バス　溝口駅行など
　小杉十字路バス停又は
　小杉御殿町二丁目バス停
　徒歩3分

市営バス　中原駅前行など
　小杉十字路バス停又は
　小杉御殿町二丁目バス停
　徒歩3分

JR武蔵小杉駅
より

← →

府
中
街
道

中原区役所

武蔵小杉
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主 催：中身館フェスティバル実行委員会 

会 場：中原区小杉御殿町２-１１４-１ 

川崎市中部身体障害者福祉会館 

ＴＥＬ：７３３－９６７５ 

ＦＡＸ：７３３－９６７６ 

 参加費

無料 

 
申込み

不要 


